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         平成18年 1月 11日 

上場会社名 株式会社 ポスフール （コード番号：7512  東証第一部・札証） 

（ＵＲＬ http://www.posful.co.jp ）  ＴＥＬ：（011）865－9405 

代  表  者 役職名 代表取締役社長  氏名 須貝 清助 

問合せ先責任者 役職名 取締役管理部長  氏名 山本 宏之 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 

たな卸資産の計上基準は、実地たな卸は行わず帳簿たな卸によっております。 
その他影響額が僅少な項目につき、一部簡便的な方法を採用しております。 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有 
有形固定資産及び信託建物（ただし、建物付属設備は除く建物以外）の減価償却方法につきまし
ては従来、定率法を採用しておりましたが、当連結会計年度より定額法へ変更しております。 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 
 
２．平成18年 2月期第3四半期財務・業績の概況（平成17年 3月 1日 ～ 平成 17年 11月 30日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

18 年 2 月期第 3 四半期 83,131 △2.0 △8    -  △514    -  351    -  
17 年 2 月期第 3 四半期 84,837    -   -    -  -    -  -    -  
(参考)17年 2月期 117,178       339       △121       △203       

 

 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭 

18 年 2 月期第 3 四半期    14   49  -       
17 年 2 月期第 3 四半期 -       -       
(参考)17年 2月期 △8   29  -       

 (注)①売上高におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
   ②四半期連結財務諸表は、平成18年 2月期（第1四半期）より作成しております。 

従って、平成17年 2月期第3四半期の売上高以外の数値につきましては記載しておりません。 
 
〔 経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等 〕 
  当第 3四半期（平成17年 3月 1日～平成17年 11月 30日）におけるわが国の経済は、企業収益の改善や
株価の上昇などを背景とした設備投資の拡大など、景気回復の兆しが出てまいりました。しかし当小売業界
は、消費環境が改善されない中競争も一段と激化し、厳しい状況で推移いたしました。また、天候不順、競
合店の出店、世帯消費支出の減少などの外部要因と、「内実強化」の基本方針の浸透が不十分であったため
その実行が下期へずれたことなどの内部要因により、11 月後半より上昇傾向が見えてまいりましたが、厳
しい業績となりました。 

売上高につきましては、昨年 11 月に新規開店した岩見沢店の寄与はありましたが、本年 5月に閉店いた
しました東苗穂店の影響により、831 億 31 百万円（対前年同四半期比 98.0％）となりました。部門別の売
上高の状況は次のとおりであります。 

 
衣料品部門におきましては、前半の天候不順に加え、長期天候予想に基づき夏物商品を抑制気味にしたた

め、肝心の売上面において機会ロスが発生し、特に子供衣料が苦戦いたしました。これらの結果、売上高は
303億 62百万円（対前年同四半期比96.7％）となりました。 
 住生活部門におきましては、ハウジングは苦戦いたしましたが、日用雑貨が伸長いたしました。これらの
結果、売上高は128億 58百万円（対前年同四半期比99.9％）となりました。 

食品部門におきましては、食の安全性を基本に、商品提案・旬の商品のいち早い品揃えを図り、お客様の
ニーズにお応えするための努力を徹底いたしました。これらの結果、売上高は374億 41百万円（対前年同四
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半期比98.2％）となりました。 
 

  厳しい消費環境の下、利益面につきましては、営業損失8百万円、経常損失5億 14百万円でありました。
しかし、既に発表済みではありますが小樽関連２社からの債権回収の実現により、帳簿価額との差額を特別
利益として、また東苗穂店の閉鎖損失等を特別損失に計上したことにより、四半期純利益は 3 億 51百万円
となりました。 

 
 
(2) 財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 １株当たり 
株 主 資 本      

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

18 年 2 月期第 3 四半期  94,180    19,347    20.5    835   09  
17 年 2 月期第 3 四半期 -    -    -    -       
(参考)17年 2月期 90,871    19,646    21.6    802   29  

 
 
【連結キャッシュ・フローの状況】 

 営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高          

 百万円 百万円 百万円 百万円 

18 年 2 月期第 3 四半期    1,866    △652    2,216    8,856    
17 年 2 月期第 3 四半期 -    -    -    -    
(参考)17年 2月期 225    △7,460    3,967    5,426    

 
〔 財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等 〕 

当第 3 四半期末における現金及び現金同等物（以下、資金という。）は、期首残高に比べ 34億 30 百万円
増加し、88億 56百万円となりました。 

また、当第1四半期における各キャッシュ・フローは、次のとおりであります。 
 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 
    営業活動の結果得られた資金は 18 億 66 百万円となりました。これは主に、仕入債務の増加による

16億 35百万円等によるものであります。 
 
 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 
   投資活動の結果使用した資金は6 億 52 百万円となりました。これは主に、貸付金の回収により 18 億

30百万円増加しましたが、有形固定資産の取得により20億 96百万円、無形固定資産の取得により4億
82百万円減少したことによるものであります。 

 
 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 
   財務活動の結果得られた資金は 22 億 16百万円となりました。これは、長期借入により 116億円増加

しましたが、社債の償還・長期借入金の約定返済・短期借入金の減少により86 億 50 百万円減少したこ
と等によるものであります。 

 
 
３．平成18年 2月期の連結業績予想（平成17年 3月 1日 ～ 平成 18年 2月 28日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
1 株 当 た り 
予想当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円    銭 

通   期 115,500    331    900    37   49  

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の
業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 
〔 業績予想に関する定性的情報等 〕 

平成 18年 2月期の業績予想につきましては、11月の後半から売上は上向き傾向にあり、年間で最も売上
および利益の大きな月度である12月も順調に推移し、平成17年 10月 13日の中間決算発表時に公表いたし
ました計画に対し概ね想定の範囲内であり、現時点においては前回予想を変更しておりません。 



１．（要約）四半期連結貸借対照表
（単位：百万円）

期　　別   　

科　　目

％ ％

Ⅰ

8,856 5,426

3,658 3,082

10,235 10,006

341 375

2,760 2,710

△ 13 △ 14

25,838 27.4 21,585 23.8

Ⅱ

14,811 15,001

7,235 7,227

673 624

22,719 24.1 22,853 25.1

6,394 6.8 5,989 6.6

4,303 4,454

4,114 4,114

5,581 5,650

20,713 21,105

878 1,209

3,622 3,855

△ 20 △ 21

39,193 41.6 40,367 44.4

68,307 72.5 69,209 76.1

Ⅲ 34 0.1 76 0.1

94,180 100.0 90,871 100.0

投 資 そ の 他 の 資 産 合 計

繰 延 税 金 資 産

(1)

繰 延 資 産

(6)

４．

そ の 他

貸 倒 引 当 金

流 動 資 産 合 計

受 取 手 形 及 び 売 掛 金

た な 卸 資 産

１．

２．

３．

（参考）
前連結会計年度当第３四半期

（平成17年11月30日現在）

現 金 及 び 預 金

構成比構成比

（平成17年 2月28日現在）

金 額

（ 資 産 の 部 ）

金 額

流 動 資 産

資 産 合 計

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

長 期 差 入 保 証 金

貸 倒 引 当 金

(4)

固 定 資 産 合 計

信 託 土 地

建 物 及 び 構 築 物

５．

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産１．

投 資 そ の 他 の 資 産３．

土 地

２．

(2)

(5)

(3) そ の 他

無 形 固 定 資 産

長 期 債 権(3)

有 形 固 定 資 産 合 計

(1) 信 託 建 物

(2)
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（単位：百万円）

期　　別   

科　　目

％ ％

Ⅰ

9,251 7,615

18,480 21,706

412 283

271 101

- 222

7,241 8,479

35,656 37.9 38,409 42.3

Ⅱ

4,760 6,150

28,342 20,616

829 779

261 264

4,692 4,694

290 310

39,176 41.6 32,815 36.1

74,833 79.5 71,225 78.4

- -

- - - -

Ⅰ 4,099 4.3 4,099 4.5

Ⅱ 3,644 3.9 3,644 4.0

Ⅲ 12,049 12.8 11,698 12.9

Ⅳ 287 0.3 205 0.2

Ⅴ △ 732 △ 0.8 △ 0 △ 0.0

19,347 20.5 19,646 21.6

94,180 100.0 90,871 100.0

自 己 株 式

資 本 合 計

資 本 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

その他有 価証 券評 価差 額金

６．

３．

４． 販 売 促 進 引 当 金

５． 店 舗 閉 鎖 損 失 引 当 金

２．

（参考）
前連結会計年度

（平成17年 2月28日現在）

金 額構成比 構成比

当第３四半期
（平成17年11月30日現在）

金 額

１． 支 払 手 形 及 び 買 掛 金

（ 少 数 株 主 持 分 ）

少 数 株 主 持 分

社 債

３．

５． 長 期 預 り 保 証 金

６．

流 動 負 債 合 計

そ の 他

（ 負 債 の 部 ）

負債・少数株主持分及び資本合計

流 動 負 債

短 期 借 入 金

賞 与 引 当 金

固 定 負 債

そ の 他

（ 資 本 の 部 ）

少 数 株 主 持 分 合 計

２．

１．

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

退 職 給 付 引 当 金

長 期 借 入 金

４． 役 員 退 職 引 当 金
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２．（要約）四半期連結損益計算書

（単位：百万円）

期     別  
当第３四半期

（参考）
前連結会計年度

自　平成17年 3月 1日 自　平成16年 3月 1日
至　平成17年11月30日 至　平成17年 2月28日

　科     目

％ ％

Ⅰ    売       上       高 83,131 100.0 117,178 100.0

Ⅱ  売    上    原    価 62,851 75.6 88,888 75.9

売 上 総 利 益 20,279 24.4 28,289 24.1

Ⅲ   営    業    収    入 4,236 5.1 5,489 4.7

営 業 総 利 益 24,516 29.5 33,779 28.8

Ⅳ    販売費及び一般管理費 24,525 29.5 33,439 28.5

営 業 利 益 又 は
営 業 損 失 ( △ ) △ 8 △ 0.0 339 0.3

Ⅴ  営   業   外   収   益 266 0.3 569 0.5

Ⅵ  営   業   外   費   用 771 0.9 1,030 0.9

経 常 損 失 514 △ 0.6 121 △ 0.1

Ⅶ  特     別     利     益 1,424 1.7 274 0.2

Ⅷ  特     別     損     失 173 0.2 356 0.3

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前当期純損失（△） 736 0.9 △ 203 △ 0.2

法人税、住民税及び事業税 76 0.1 69 0.1

法 人 税 等 調 整 額 308 0.4 △ 68 △ 0.1

少 数 株 主 損 失 - - 1 △ 0.0

四 半 期 純 利 益 又 は
当 期 純 損 失 （ △ ） 351 0.4 △ 203 △ 0.2

金　　額 金　　額 百分比百分比
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３．四半期連結剰余金計算書

（単位：百万円）

期     別  

科     目

（　資 本 剰 余 金 の 部　）

Ⅰ   資本剰余金期首残高 3,644 3,644

Ⅱ 資本剰余金四半期末(期末)残高 3,644 3,644

（　利 益 剰 余 金 の 部　）

Ⅰ   利益剰余金期首残高 11,698 12,146

Ⅱ 利益剰余金増加高

四半期純利益 351 -

Ⅲ  利益剰余金減少高

配当金 - 244

当期純損失 - - 203 448

Ⅳ 利益剰余金四半期末(期末)残高 12,049 11,698

２．

当第３四半期
自　平成17年 3月 1日
至　平成17年11月30日

金        額

１．

１．

（参考）
前連結会計年度

自　平成16年 3月 1日
至　平成17年 2月28日

金        額
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 商 品 別 売 上 高 
　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　（単位：百万円）

期    別

 

 科　　目

イ ン ナ ー 衣 料 3,751 4.5 3,843 4.5 △ 91 97.6

婦 人 衣 料 10,900 13.1 11,345 13.4 △ 444 96.1

子 供 衣 料 3,999 4.8 4,388 5.2 △ 389 91.1

商 紳 士 衣 料 3,796 4.6 3,911 4.6 △ 114 97.1

服 飾 7,914 9.5 7,920 9.3 △ 6 99.9

品 衣 料 品 計 30,362 36.5 31,409 37.0 △ 1,047 96.7

リ ビ ン グ 4,267 5.1 4,155 4.9 111 102.7

別 ﾎ ﾋ ﾞ ｰ ｶ ﾙ ﾁ ｬ ｰ 3,872 4.7 3,855 4.5 17 100.4

ﾚ ｼ ﾞ ｬ ｰ ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ 847 1.0 883 1.1 △ 35 96.0

売 ハ ウ ジ ン グ 1,160 1.4 1,263 1.5 △ 103 91.8

家電・携帯電話 2,710 3.3 2,712 3.2 △ 2 99.9

上 住 生 活 計 12,858 15.5 12,870 15.2 △ 12 99.9

生 鮮 食 品 15,244 18.3 15,294 18.0 △ 49 99.7

高 加 工 食 品 22,197 26.7 22,814 26.9 △ 617 97.3

食 料 品 計 37,441 45.0 38,109 44.9 △ 667 98.2

そ の 他 2,468 3.0 2,447 2.9 21 100.9

83,131 100.0 84,837 100.0 △ 1,705 98.0

<<　参考資料　>>

１． 当第３四半期の概況

(1)閉鎖店舗

　　 平成17年 5月 22日　東苗穂店

２． 当第３四半期末店舗数 ････ 20店舗

前第３四半期
自 平成17年 3月 1日
至 平成17年11月30日

合 計

金 額 構 成 比

当第３四半期

前年比比較増減

構 成 比金 額

自 平成16年 3月 1日
至 平成16年11月30日
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